
図1　業務システム概要

－ 導入前はどのように業務を行っていましたか？

・「単価登録システム」で医療施設ごとに検査費用を
　管理
・検査費用は随時変更され、上長の確認を得てから
　確定する

私たちは、全国1万以上の医療施設から検査を受託し、

1日に受ける検査依頼はおよそ30万人と膨大な数です。

全国に営業ネットワークがあり、契約情報は「単価登録

システム」で管理され、情報はすべてホストコンピュータ

（IBM SystemZ）に蓄積されるようになっています。 検

査費用は、厚生労働省の診療報酬改定により2年に1

度見直されます。また、検査領域は4000項目もあり、

検査項目や検査費用が医療施設ごとに変動します。

営業担当者は、「単価登録システム」を使ってシミュ

レーションを行い、利益率を勘案して単価を決めま

す。それを上長に営業戦略的な視点から適正である

か確認してもらって登録すると、ホストに新価格とし

て更新されます。この新価格が契約単価となり、それ

ぞれの医療施設に請求されます（図１のA）。

導入までの背景

－ 導入する前にどういった悩みがありましたか？

・営業担当者が、単価に対して上長の承認を得る仕
　組みがなかった
・請求額の誤りにより、大きな損失に及ぶリスクがあった

営業担当者が上長に単価を確認してもらうとき、 

「単価登録システム」の画面を見ながらその都度時

間をかけて口頭で説明するなど、承認を徹底する仕

組みがなかったのです。また、大規模な医療施設や

大幅な単価変更などの重要な場合もランクを付ける

ことはなく同じように扱っていたのも課題でした。

作業漏れなどで、入力された単価の妥当性が確認さ

れないままホストへ登録されたりすると、お客様に

誤った単価で請求してしまう可能性がありました。

この場合、お客様との信頼関係にまでも波及する可

能性があり、大きなリスクを抱えた課題でした。

導入前の課題

－ どのようにして課題を解決しましたか？

・「単価登録システム」に承認のワークフロー機能を
　追加
・自動的に申請が行われ、承認後に契約単価を自動
　登録する

上長への単価確認や重要な単価のランクに応じた対

応、および作業効率化のため、ワークフローを接続して

システム化を図りました。

「単価登録システム」にワークフローをつなげ、単価を

作成したら承認フローへ自動的に流すことで、確認と承

認作業のミスをなくしました。さらに、ワークフローで承

認されたらその単価データを出力して「単価登録システ

ム」に契約単価として自動的に登録されるようにしまし

た（図１のB）。
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図2　システム説明

－  現状のシステムとどのように連携していますか？

・単価承認申請書が起票されて承認を行い、単価が
　更新される
・自動更新された新単価のデータは、請求業務につ     
　ながる

営業担当者が単価を「単価登録システム」に入力する

と、単価申請データが出力されます（図２の① ※以降

は番号だけの記述）。そして、「Create!Webフロー」

のAPIがデータを取得して申請書に割り当て、自動で

起票して第一承認者である上長まで単価承認申請書

を送ります（②）。

承認依頼を受けた承認者が「Create!Webフロー」に

ログインし、単価承認申請書を確認して承認を行いま

す（③）。承認及び決裁された情報が出力され（④）、

後処理プログラムのCSVファイル転送機能により、

「単価登録システム」に決裁された単価データが更新

されます（⑤）。その後、ホストへ新単価として登録さ

れ業務で利用します（⑥）。例えば、請求業務で請求

書を作成して、お客様へ送付します（⑦）。

連携の仕組み

－  なぜ「Create!Webフロー」を選びましたか？

・一番ほしかった承認機能がわかりやすくて使いやすい
・現状の「単価登録システム」と密に連携できる

単価を承認する仕組みとして、ワークフローパッケー

ジを組み込むことを検討しました。多くの営業担当者

が使うため、わかりやすくて誰でも使えることがポイ

ント。そして、「単価登録システム」と連携できること

を条件に探しました。偶然にもネット検索で

「Create!Webフロー」を知ったのがきっかけです。

さまざまな他社の製品と比較しました。医療管理従

事者として慎重にシステムを選定したところ、ワークフ

ローの機能として申請・承認の操作自体が突出してシ

ンプルでわかりやすかったため、「Create!Webフロー

」に決めました。また、既存の「単価登録システム」と

密に連携できる柔軟性も大きな魅力でした。

 導入した決め手

－  導入後、どういったメリットがありましたか？

・スクリプトによるデータチェックでエラー防止も強化
・申請から単価登録まで全自動でヒューマン          
　エラーを回避

単価の妥当性を確認する承認ルートは、取引先の規

模や金額によって新たに規定を決め、内容に応じて

所長やエリアマネージャー、本部長、統括本部長を承

認者に加えることにしました。主要な取引先の承認

は、相互でチェックをしたり複数名で確認すること

で、未然にミスを防ぎ、正しい判断が行えるようにな

りました。また、ホストにある旧単価と、新たに入力さ

れた新単価に大きなギャップがある場合は、帳票上に

アラートが出るなどの工夫もしました。

当初の目的のヒューマンエラーの防止、効率化が図れ

たことにより、お客様への対応がスピーディーかつ確

実になり顧客満足度の向上につながっています。

導入後の効果

－ これから「Create!Webフロー」をどのように活用
　　したいですか？

今回の「Create!Webフロー」の導入で、業務の精度

と速度が格段に上がりました。現状システムとの連

携や追加機能など細かなニーズに応えてくれるので、

ビジネスを支える心強い味方となっています。私たち

のようにお客様との信頼が不可欠な医療管理従事者

にとってまさにベストマッチなシステムです。

「単価登録システム」の承認にとどまらず、稟議書な

ど様々な業務でも適用して、会社全体の生産性を上

げて、さらなる成長を遂げていきたいと考えています。

申請や承認はどの企業でも共通して行われています。

「Create!Webフロー」を導入すればムダがなくなり効

率が上がるので、業界問わず皆さんにおすすめしたい

です。
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今回のポイントは既存システムのデータをAPI連携

でワークフローに流して、承認フローを行い、その後

の決裁データをシステムに戻している点です。

システム連携

Create!Webフローでは様々な利用を想定し、各種

の連携方法を用意しています。
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